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活動を開始したバンコク福島桃の会。前列左か
ら3人目が力ヽ林会長、同4人目が渡部冨山会長

名称は「桃の会」
会長に小林勇さん(霞聾)

バ
ン
コ
ク
県
人
会
設
立

タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
で

暮
ら
す
本
県
関
係
者
ら
が

「
バ
ン
コ
ク
福
島
桃
の
会
」

(
バ
ン
コ
ク
福
島
県
人
会
)

を
設
立
し
た
。
「
福
島
県
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
築
き
、
情
報
を
発
信

し
、
本
県
と
タ
イ
の
交
流
発

展
に
貢
献
す
る
。
在
タ
イ
歴

二
十
九
年
の
渡
部
洋
副
会
長

(
金
山
町
出
身
)
が
ワ
ー
ル

ド
県
人
会
の
満
山
喜
郎
会
長

(
白
河
市
大
信
出
身
)
を
通

し
て
福
島
民
報
社
に
現
地
の

様
子
を
伝
え
た
。

「
バ
ン
コ
ク
福
島
桃
の

会
」
の
新
年
会
と
総
決
起

総
会
は
一
月
十
七
日
、
バ

ン
コ
ク
市
内
の
居
酒
屋

で
開
か
れ
、
活
動
を
開
始

し
た
。
二
十
七
人
が
参
加

し
た
。
会
の
名
称
に
福
島

の
象
徴
で
あ
る
「
桃
」
を

入
れ
、
名
誉
会
長
に
タ
イ

園
田
本
人
会
長
の
大
橋

寅
治
郎
さ
ん
(
伊
達
市
出

身
)
、
会
長
に
小
林
勇
さ

ん
(
泉
崎
村
出
身
)
、
副

会
長
に
渡
部
さ
ん
、
事
務

局
に
大
山
勇
起
さ
ん
(
郡

山
市
出
身
)
、
山
田
浩
さ

ん
(
国
見
町
出
身
)
が
就

いた。

会
員
は
本
県
出
身
か
、

県
内
の
在
学
・
在
勤
経

験
者
、
県
内
に
親
族
の
あ

る
人
、
タ
イ
に
進
出
し
て

い
る
本
県
関
係
企
業
の

勤
務
者
ら
で
、
こ
れ
ま
で

に
約
六
十
人
と
な
っ
た
。

国
際
的
な
県
人
会
、
世
界

に
開
か
れ
た
福
島
県
を

目
指
そ
う
と
、
国
籍
や
出

身
地
に
か
か
わ
ら
ず
入

会
を
歓
迎
し
て
い
る
。
国

際
結
婚
し
た
会
員
も
多

ヽ

〇

三
十
歳
代
な
ど
若
い
会

員
が
多
い
の
が
特
徴
で
、

女
性
会
員
と
と
も
に
中
心

と
な
っ
て
活
動
。
三
カ
月

ご
と
の
懇
親
ゴ
ル
フ
な
ど

で
交
流
す
る
。
懇
親
会
で

は
「
ん
だ
、
つ
ば
い
?
」

と
話
し
掛
け
る
中
通
り
出

身
の
会
員
に
「
ん
だ
、
ん

だ
、
さ
す
け
ね
ぇ
」
と
会

津
出
身
の
会
員
が
応
じ
る

な
ど
、
本
県
の
地
酒
を
楽

し
み
な
が
ら
、
故
郷
の
言

葉
で
会
話
を
交
わ
す
。

「
オ
ー
プ
ン
な
福
島
県

人
会
と
福
島
県
。
『
ま
で

ぇ
』
に
『
さ
す
け
ね
ぇ
』

の
精
神
で
、
派
手
さ
は
な

い
け
れ
ど
、
ド
ッ
コ
イ
絆

は
深
い
ぞ
、
私
た
ち
福
島

県
人
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

明
る
く
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
活
動
を
誓
う
。

海
外
の
県
人
会
は

廿
カ
国
2
8
団
体
に

こ
れ
ま
で
に
県
に
報
告

さ
れ
て
い
る
海
外
の
県
人

会
は
十
六
カ
国
二
十
七
団

体
で
、
バ
ン
コ
ク
福
島
桃

の
会
で
十
七
カ
国
二
十
八

団
体
と
な
る
。


